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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2023 年   4 ⽉ 21 ⽇ 
● 事 業 名 ： 千葉県におけるフードバンクの中核的プラットフォーム構築事業 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈パブリックリソース財団 
● 実 ⾏ 団 体 ： 労働者協同組合ワーカーズコープちば 
 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗状
況＊ 

 

「寄贈」「提供」双方の食品取

扱量増加に対応するための

IT 化により、ルーチン業務の

負担軽減 

ルーチン業務の IT

化率 

3 年後の目標値

30% 

２０２１年度～

２０２３年度 

事務局の整理作業とクラウド管

理についてデータベースへの

落とし込みを進めていますは。 

3 計画
より遅
れてい
る 

フードドライブ在庫管理システ

ムの構築 

フードドライブ取り扱

い総量のうち、シス

テム管理下に置か

れている物量 

3 年後の目標値

90% 

２０２１年度～

２０２３年度 

在庫管理システムの汎用版ア

プリのテストを３ヶ月に渡って行

いましたが、実際に使用するこ

とで多くの課題があることがわ

かりました。フードバンクちばの

実態に合わせるためには、カス

タマイズではなく、いったんシス

テムを構築し直す方向で舵を

切り直しました。 

3 計画
より遅
れてい
る 
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物流サテライト拠点の設置・

整備 

① サテライト拠点数 

② サテライト拠点の

支援量 

3 年後の目標値

① 3 か所 

② 拠点ごとの規

模に応じ見直し 

２０２１年度～

２０２３年度 

① 物流サテライト拠点は１年

目に北西部拠点設置。２年目

は北総九十九里拠点の設置に

向け、協力団体と話し合いを重

ね、2023 年 4 月にスタート予

定。 

② 北西部拠点 

寄贈：1265.kg 提供：629.7kg（4

〜12 月 9 ヶ月） 

2 計画
どおり
進んで
いる 

サテライト拠点となる地域の

中で、フードバンク活動への

協力体制をつくる 

①拠点化について

の勉強会や講習会

の実施数 

②３か所のサテライ

トを作るための説明

会の実施回数 

③３か所のサテライ

トからの提供数（手

渡し含む） 

③2021 年度 10

件/月、2022 年

度 15 件/月、

2023 年度 25 件

/月 

２０２１年度～

２０２３年度 

①  コロナ禍が落ち着いてきた

こともあり、視察や見学、学習

会や講演会、イベントへの参加

が再開しつつあります。 

② 北総九十九里拠点向けに 3

回、南房総拠点向けに 2 回 

③ 北西部拠点 

2022 年度：28 件 (主に地域の

子ども食堂等の団体を通じて

提供) 

3 計画
より遅
れてい
る 

双方向のプラットフォームとし

て、様々な団体がアクセス・情

報交換・連携できるようにネッ

トワークの幅を広げていく 

食糧寄贈、提供、ボ

ランティア参加、寄

付金等でのコミット

するプラットフォーム

参加数 

①団体数 ② 個人 

③うち自治体、社協

数 ④うち食支援団

体 ⑤支援総量 

3 年後の目標値

① 260 

② 225→200 

③ 70 

④ 20 

⑤ 88→100 トン 

２０２１年度～

２０２３年度 

昨年に続き、今年度もさまざま

な連携や取り組みが進みまし

た。目標値については、サポー

ト会加入をベースに設定しまし

たが、双方向の連携という視点

で、抽出要件および、設定値に

ついては引き続き検討が必要

と考えます。 

 

① 団体：260 団体 

千葉ロータリークラブ：22 社 

フード連合：3 社 

1 計画
より進
んでい
る 
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生協：7 団体 

その他企業・団体：228 団体 

（参考） 

サポート会員：81 団体 

② 個人：173 件 

サポート会員：96 件 

寄付：77 件 

（参考） 

食品寄贈者：517 件（フードバン

クちば直送分） 

③ 自治体、社協：61 団体 

自治体：10 団体 

社協：51 団体 

④ 食支援団体：17 団体 

県内フードバンク：5 団体 

県外フードバンク：2 団体 

子ども食堂・パントリー・宅食 

：11 団体 

（参考） 

子ども食堂：30 団体 

子ども宅食：5 団体 

その他支援団体：104 団体 

⑤暫定値：98.5 トン 

（内訳） 

団体：522 件 80.3 トン 

個人：2180 件 18.2 トン 

 

その他、別途プロジェクト 

・千葉食品ロスネットワーク会

議（主催：千葉県） 
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・食でつながるフェスタ inちば

（主催：全国食支援活動協力

会） 

・千葉市、ちば産学官連携プラ

ットフォーム（千葉市、千葉市

近郊 11大学） 

・ジェフユナイテッド市原・千

葉、損保ジャパン、JFEスチー

ル、銚子丸 イトーヨーカド−、千

葉ステーションビル株式会社、

JR 蘇我駅、蘇我コミュニティセ

ンター 他との連携 

・静岡被災地支援 

・地域コミュニティづくり事業（コ

ープ共済助成金活用事業） 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他  
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  3.課題がある 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ 変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標

値 
3. 活動に関する報告 
フードバンクによる⾷品⽀援は困窮者⽀援のツールとして⽋かせないものになりつつあります。事業開始時に⽐べ、予想
以上に規模は拡⼤しており、社会福祉協議会や困窮者⽀援機関等によるフードバンク活動や、企業や⾏政等のフードドラ
イブ活動がますます広がっています。今年は 10 周年の節⽬ということで、記念イベントを開催しました。あらためて多
くの⽅々の⽀えがあってこそ、今があるということを実感しました。草の根活動ではありますが、⽀え合う社会の⼀翼と
なるよう、活動を安定して継続するための体制づくりに取り組んでいきます。 
静岡被災地⽀援や⽜久⼊管外国⼈⽀援等県外への⽀援も⾏いました。 
① 業務の IT 化による業務負荷の軽減・平準化ーソフト機能の拡充 

●出⼊庫・在庫管理システム 
既存のシステムをベースにした出⼊庫・在庫管理アプリが完成し、現場でテスト運⽤を 3ヶ⽉に渡って実施。 
→実際に使⽤してみてわかることも多く、フードドライブ品が増え続けるフードバンクちばの現状を⼀つのアプリで
管理することは無理があるという結論に。完成が予定より⼤幅に遅れることになりますが、これまでの苦労を無駄に
しないためにも、機能を盛り込み過ぎた今回のアプリをたたき台に新たにシステムを組み直す⽅向に舵を切り、最後
の１年をかけて、現場重視の使い勝⼿の良いアプリに仕上げていく予定です。 
●データベースの構築 
この 1 年で関係団体の情報整理、集計作業の効率化を図ることができました。 
→今後は、順次データベースへの落とし込み、アプリと連動を図っていきます。 
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●ファンドレイジング 
専⾨家による課題の抽出は出来ましたが、落とし込みはこれからです。 
→データベースとの連動も必須の作業となり、残り 1 年で特に⼒を⼊れるべき分野だと思っています。 
●在庫品管理 
カゴ⾞による管理体制も 2 年⽬に⼊り、仕分けや⼊れ替え等のルールも、ボランティアの⽅々に浸透。⼈的負担も軽
減し、スムーズな賞味期限管理が⾏えるようになってきました。 
→コントーロールが難しい⼊出庫管理については、スケジュールをしっかりとアプリに組み込んで、円滑な調整を図
っていきたいと考えています。拠点間の調整も増えており、情報の集約・共有がポイントとなります。 

② 物流サテライト拠点の整備（県内３ヶ所）ーハード機能の強化 
北北総九⼗九⾥拠点「フードバンクさんぶ」（⼭武市津辺）2023 年 4 ⽉スタート 
⼭武圏域で⽣活相談や地域連携に取り組むNPOが運営、事業の⼀環としてすでに窓⼝での⾷品⽀援は実施 
→近隣地域の 60 団体以上と連携、困窮者⽀援をメインに⼦ども⾷堂や⼦育て団体にも提供 

③ 中核的フードバンクのプラットフォーム機能の充実 
損保ジャパン（プラットフォームの構築アドバイザー）との連携：ネットワーク、プラットフォームについて評価 
JA全農ちば との連携：南総連合農業倉庫にて⽞⽶保管に協⼒ 
ジェイコム千葉 との連携：テレビ取材、告知活動 
他フードバンク団体・⽣協・⼤学・定時制⾼校・スポーツ団体・⾏政等と協働の拡⼤ 
県内困窮者⽀援団体との連携強化 
フードドライブが活発化 
さまざまな団体が継続して、フードバンク活動に取り組んでくださり、⽀援の輪がさらに広がりました。 
商業施設や駅等での⼤規模なフードドライブが活発化した年でした。 

 ・イトーヨーカドー常設フードドライブ：4店舗と連携 
・京葉線沿線ステーションフードドライブ：海浜幕張駅・検⾒川浜駅・稲⽑海岸駅・千葉駅（千葉ステーションビ 
ル主催）、蘇我駅&⻄船橋駅（JR、フードバンクふなばしと共催） 
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・千葉そごう（×千葉県）、イオンモール幕張新都⼼（×千葉市）、ペリエ千葉など⼤型商業施設でのフードドラ 
イブ開催 

千葉県へのアプローチ 
  →千葉県が令和 4 年度 2 ⽉補正予算で初めてフードバンク活動を予算化（県事業） 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
少しずつ規制が緩和されてきたこともあり、基本的には通常体制に戻っています。体外的な学習会や講演会、イベント参
加も増えました。引き続き、寄贈品の引き取りや提供品の受け渡し、およびボランティア活動の際は、3密を避け、マス
ク着⽤・⼿洗い・消毒を徹底しました。 
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④ 広報に関する報告 

シンボルマークの使⽤状況 
þ ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ 広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
広報 

1. メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
・千葉⽇報 
2022.12/12 活動の輪県内に広がる フードバンクちば設⽴１０年 

 
・毎⽇新聞 
2023.1/31 JFE、備蓄品を寄贈 アルファ⽶など、フードバンクちばに 
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https://mainichi.jp/articles/20230131/ddl/k12/040/120000c 
・チイコミ：2023.3/22 フードドライブで⾷品ロス削減 参加⽅法や千葉県内の寄付場所・窓⼝情報 
https://www2.chiicomi.com/press/2013568/ 
・蘇我コミュニティセンター：ちば FUNくらぶの HPへの掲載 
http://chibafunclub.funspace.jp/report/220719.html 
・J:COM ：2022.11/5   J:COMチャンネル「WEEKLYトピックス」 

2023.2/13   J:COMチャンネル「LIVE ニュース」 
・ジェフユナイテッド市原・千葉 
https://jefunited.co.jp/news/detail/861 
・パルシステム千葉：パルノート Voi.59「SDGsを活かした地域コミュニティづくり」 
https://www.palsystem-chiba.coop/cms_C2c8uALB/wp- 
content/uploads/2023/02/7677df9cc098dac63364177eb81c6148.pdf 
・⽇⽣協：【CO・OPnavi】3 ⽉号「想いをかたちに」 
・県内社会福祉協議会広報誌多数 他 
 
2.広報制作物等 
・ニュースレター（2021.6） 
・イベント⽤ブルゾン（2021.10） 他 
 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
  ・第 30回フードドライブ（2022.5/16〜6/30） 
  ・第 31回フードドライブ（2022.9/19〜10/31） 
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・第 32回フードドライブ（2023.1/16〜2/28） 
・⼤学⽣⽀援（計 6 回：2022.4/15.6/17. 7/15. 10/21. 12/2 
・ジェフユナイテッド市原・千葉＠フクダ電⼦アリーナ フードドライブの実施（2022.5/21、9/10） 
・⼦ども・若者の⼒ワークショップ@きぼーる（2022.5/29） 
・わくわくまちづくり inちば＠「花の駅そが」公園（2022.6/12、11/13） 
 → パルシステム千葉・淑徳⼤学・ワーカーズコープちば４者協同事業 
・「ジェフ⾊の夏✕SDG's：親⼦体験」＠JEF（2022.8/7） 
・千葉市ボランティアセンター主催学⽣ボランティア体験（2022.7/26.28） 
・夏休み⾷品⽀援お渡し会（2022.7/29） 
・浦安市市⺠参加講演会＠浦安市役所（2022. 10/2） 
・ちばし地域づくり⼤学校 ボランティア講座＠千葉市⺠会館（2022. 10/8） 
・シニアから始めるボランティア相談会＠千葉市⽣涯学習センター（2022. 10/27） 
 
・10 周年記念イベント＠千葉市美術館（2022.10/29） 

10 周年のイベントでは、神⾕千葉市⻑をはじめ多くの団体企業の⽅々にご参列いただきました。 
10 年間を振り返るとともに、この間お世話になった⽅々への感謝状の贈呈（千葉市社会福祉協議
会・ヤマサ醤油様・永⾕園様・ボランティアの⽅々）、厚⽣労働省社会・援護局地域福祉課⽣活
困窮者⾃⽴⽀援室⻑⽶⽥⽒の講演、これまでご協⼒いただいたたくさんの皆さまからのメッセー
ジ動画の上映、そして次の 10 年に向けたアジェンダで締めくくりました。 
 

フードバンクちば 10 周年 
「⽀え合う社会を⽬指して」 
開会挨拶      フードバンクちば代表 菊地 謙 
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関係者からのご挨拶 千葉市⻑ 神⾕ 俊⼀ 様 
          千葉県社会福祉協議会会⻑ ⽯渡 哲彦 様 
          千葉県労働者福祉協議会会⻑ 鈴⽊ 光 様 
          千葉県⽣活協同組合連合会会⻑ ⾸藤 英⾥⼦ 様 
          千葉ロータリークラブ会⻑ 川﨑 鉄男 様 
 
第 1部 10 年を振り返って                            
フードバンクちば 10 ⼤トピック 
2012 年 5⽉の設⽴以来、フードバンクちばの 10 年間を振り返ります。⽣活困窮者⽀援事業の傍ら始まった⼩
さな活動でしたが、社会的なニーズと相まって千葉県内に広がっていきました。これまでの活動について 10
⼤トピックを踏まえながらご報告させていただきました。 
 
功労者表彰 
設⽴当初より⻑きに渡って、フードバンクちばの活動を⽀えてくださった皆さまに僭越ながら、感謝状を贈呈
させていただきます。当⽇は代表として下記の⽅々にご登壇いただきました。 
          千葉市社会福祉協議会 様 
          ヤマサ醤油株式会社環境保全室 様 
          株式会社永⾕園ホールディングス CSR推進室 様 
          ⻑⾕部 貞夫 様・純⼦ 様 ご夫妻 
          宮部 義夫 様・⼩野 智⼠ 様（ビデオ） 
 
第 2部 これからの 10 年を展望する「地域共⽣社会とフードバンク」         
基調講演「地域共⽣社会の中でのフードバンクの役割」 
厚⽣労働省  社会・援護局 地域福祉課 ⽣活困窮者⾃⽴⽀援室⻑ 地域共⽣社会推進室⻑ 
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⽶⽥ 隆史 ⽒ 
 
 
各界からのメッセージリレー 
「フードバンクちばのこれからの 10 年に向けてメッセージ」 
フードバンクちばにご協⼒いただいている⽅々から温かいメッセージをたくさんのメッセージをいただきまし
たので、ご紹介させていただきます。 
 
次の 10 年に向けたアジェンダ 
10 年間で蓄積してきたノウハウを⽣かして、千葉県内でフードバンク活動が円滑に⾏えるようにサポートして
いきたいと考えています。⾝近な地域で活動に参加することができ、必要な⽅が必要な時に迅速に⽀援を受け
ることができる仕組みをつくることが、共に⽀え合う社会の実現につながると信じています。 
 

・損保ジャパン学習会＠損保ジャパン千葉⽀店（2022. 11/7） 
・ホッとつながるフェスタ＠⼭武市役所（2022. 12/2） 
・学⽣コロナ⽀援「ハーティちゃんのフードパントリー』@千葉市ハーモニープラザ（2022. 11/26） 
・コープみらい「きやっせ物産展」＠幕張メッセ 
 → フードバンクふなばし・市川フードバンク３者協同出展 
・千城台・蘇我 CCボランティア体験会（2023. 2/16） 
・「すげぇ⼤事な元気な⾷事（SDGs）」イベント@⽣浜東⼩学校（2023.3/4） 
・千葉ロータリークラブボランティア体験会（2023.3/5） 
・千葉⼯業⾼校 ボランティア体験（2023. 3/22） 
 

  



13 

 

④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：特に変更なし 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  þ外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝

を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
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添付資料 

 

 

 

大学生支援：学生ボランティア イトーヨーカドー食品回収ボックス 

10 周年記念イベント 千葉ロータリークラブの皆さん 

ステーションフードドライブ（蘇我駅） 

静岡被災地支援 


